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タイトル 日本経済の今後の成長について 

 大きな研究テーマは、日本経済の成長である。今後の日本経済の成長の源泉はどこにあるのかということ

を中心に、雇用のあり方や貿易制度のあり方なども含めて研究を行なっている。 

 今日、日本経済は多くの課題に直面している。膨れ上がる財政赤字、なかなか脱却できずにいるデフレ 

問題、貧困と格差の問題、社会保障と税のあり方など、多くの課題が山積している。しかし、こうした問題

は、リーマンショック後の世界経済や少子高齢化が進んでいる先進各国でも生じている、今後世界でも見ら

れるであろうとされる共通の課題でもある。 

 こうした課題をいかに克服して、日本経済が今後いかに経済成長を遂げることができるかということを 

模索し、我が国の経済発展に寄与したいと考えている。 

 具体的な現在の研究テーマとしては、付加価値輸出の実証分析を通じて、国際的な生産工程間の分業が 

構築される中で、比較優位の決定要因を明らかにするということを行っている。実際に、国際産業連関表を

用いて、付加価値輸出額の大きさを測り、それに基づいて「顕示比較優位指数」を求め、従来の比較優位の

決定要因についての実証的分析と比較し、比較優位の決定要因の変化を検討している。 
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 国際貿易の研究を通じて、グローバルバリューチェーン（GVC）が構築される中で、付加価値貿易から見

た比較優位に対して、各国の国内の労働市場の特徴がどのような影響を与えるのかを実証的に明らかにす

る。これによって、GVC の構築と補完的な国内労働市場の特徴を明らかにし、GVC が構築される中で、国内

の雇用制度改革をどのように進めていくべきなのか、逆に、比較劣位とされる産業では、どのような雇用

対策を考えたらいいのか、といった比較優位あるいは比較劣位の産業と雇用の制度や促進の方法について

模索し、政策提言を試みる。 
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